
JPNタクシー（匠） 価格 3,564,000円　燃費（WLTC） 16.8km/L
代表的な電気自動車 価格 5,253,600円　燃費（WLTC） 161Wh/km

車両価格＋燃料費

自動車排ガスデータ 実測値比較（JC08モード）
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出典：東京都環境科学研究所LPガス車 ： 1.99ℓ 液状噴射　　ガソリン車 ： 1.99ℓ LPガス車と同型式エンジン
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地球温暖化対策推進法に基づく政府の総合計画

LPガスはタクシー燃料として、多彩な魅力を発揮しながら、皆様の事業に貢献しています。
LPガススタンドの維持存続について ご理解とご協力をよろしくお願い致します。

お問い合わせ先

（一社）北海道LPガス協会

（一社）青森県エルピーガス協会

（一社）秋田県LPガス協会

（一社）岩手県高圧ガス保安協会

（一社）山形県LPガス協会

（一社）宮城県LPガス協会

（一社）福島県LPガス協会

（一社）栃木県LPガス協会

（一社）茨城県高圧ガス保安協会

（公社）千葉県LPガス協会

（一社）埼玉県LPガス協会

（一社）群馬県LPガス協会

（一社）東京都LPガススタンド協会

（公社）神奈川県LPガス協会

（一社）新潟県LPガス協会

（一社）長野県LPガス協会

（一社）山梨県LPガス協会

（一社）静岡県LPガス協会

（一社）愛知県LPガス協会

（一社）三重県LPガス協会

（一社）岐阜県LPガス協会

（一社）富山県エルピーガス協会

（一社）石川県エルピーガス協会

（一社）福井県LPガス協会

（一社）滋賀県LPガス協会

（一社）京都府LPガス協会

（一社）奈良県LPガス協会

（一社）和歌山県LPガス協会

（一社）大阪府LPガス協会

（一社）兵庫県LPガス協会

（一社）鳥取県LPガス協会

（一社）岡山県LPガス協会

（一社）島根県LPガス協会

（一社）広島県LPガス協会

（一社）山口県LPガス協会

（一社）徳島県エルピーガス協会

（一社）香川県LPガス協会

（一社）高知県LPガス協会

（一社）愛媛県LPガス協会

（一社）福岡県LPガス協会

（一社）佐賀県LPガス協会

（一社）長崎県LPガス協会

（一社）大分県LPガス協会

（一社）熊本県LPガス協会

（一社）宮崎県LPガス協会

（一社）鹿児島県LPガス協会

（一社）沖縄県高圧ガス保安協会

（一社）全国LPガス協会
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北海道札幌市白石区中央3条3-1-40 

青森県青森市本町2-4-10 田沼ビル5F

秋田県秋田市山王3-1-7 東カン秋田ビル3F

岩手県盛岡市本町通1-17-13 

山形県山形市あこや町1-2-12 2F 

宮城県仙台市青葉区本町3-5-22 宮城県管工事会館5F

福島県福島市上鳥渡字蛭川22-2 

栃木県宇都宮市東今泉2-1-21 栃木県ガス会館

茨城県水戸市桜川2-2-35 茨城県産業会館12F

千葉県千葉市中央区中央港1-13-1 

埼玉県さいたま市浦和区高砂1-2-1-410 エイペックスタワー浦和 オフィス東館4F

群馬県前橋市大渡町1-10-7 群馬県公社総合ビル6F

東京都港区新橋2-16-1 ニュー新橋ビル5F

神奈川県横浜市中区北仲通3-33 共済ビル別館内

新潟県新潟市中央区白山浦1-636-30 新潟県中小企業会館　3F

長野県長野市中御所1-16-13 天馬ビル4F

山梨県甲府市飯田1-4-4 ヒロセビル2F

静岡県静岡市葵区本通6-1-10 静岡県プロパン会館3F

愛知県名古屋市中区大須4-1-70 TANAKA名古屋ビル5F

三重県津市柳山津興369-2 

岐阜県岐阜市薮田南5-11-11 

富山県富山市桜橋通り6-13 富山フコク生命第1ビル4F

石川県金沢市鞍月2-3 石川県鉄工会館3F

福井県福井市下江守町26-35-4 

滋賀県大津市松本1-2-20 滋賀県農業教育情報センター2F

京都府京都市南区吉祥院宮ノ西町9-1 KONAビル2F

奈良県奈良市大森西町13-12 奈良県エルピーガス会館2F

和歌山県和歌山市黒田102-1 

大阪府大阪市中央区船場中央2-1 船場センタービル 4号館 405号

兵庫県神戸市中央区下山手通6-3-28 兵庫県中央労働センター5F

鳥取県鳥取市千代水1-133 

岡山県岡山市北区厚生町3-1-15 岡山商工会議所ビル5F

島根県松江市殿町111 松江センチュリービル8F

広島県広島市西区己斐本町3-8-5 広島県LPガス会館

山口県山口市中央4-5-16 山口県商工会館内

徳島県徳島市川内町平石住吉209-5 徳島健康科学総合センター4F

香川県高松市錦町1-6-8 

高知県高知市大原町80-2 高知県石油会館内

愛媛県松山市三番町6-7-2 ラ・ベルダムビル4F

福岡県福岡市博多区山王1-10-15 

佐賀県佐賀市神野東2-2-1 フルカワビル5F

長崎県長崎市中町1-26 NAGASAKI中町ビル7F

大分県大分市西新地1-9-5 大分県LPガス会館

熊本県熊本市中央区上水前寺2-18-4 

宮崎県宮崎市大字赤江字飛江田774 

鹿児島県鹿児島市鴨池新町5-6 鹿児島県プロパンガス会館2F

沖縄県那覇市字小禄1831-1 沖縄産業支援センター 403-1

東京都港区新橋1-18-6 共栄火災ビル7F

011-812-6411

017-775-2731

018-862-4918

019-623-6471

023-623-8364

022-262-0321

024-593-2161

028-689-5200

029-225-3261

043-246-1725

048-823-2020

027-255-6121

03-3597-6410

045-201-1400

025-267-3171

026-229-8734

055-228-4171

054-255-2451

052-261-2896

059-227-6238

058-274-7131

076-441-6993

076-254-0634

0776-34-3930

077-523-2892

075-314-6517

0742-33-7192

073-475-4740

06-6264-7888

078-361-8064

0857-22-3319

086-225-1636

0852-21-9716

082-275-1804

083-925-6361

088-665-7705

087-821-4401

088-805-1622

089-947-4744

092-476-3838

0952-20-0331

095-824-3770

097-558-5483

096-381-3131

0985-52-1122

099-250-2535

098-858-9562

03-3593-3500

協会名 郵便番号 住   所 電話番号 タクシーのカーボンニュートラルを実現する

LPガスハイブリッド自動車の魅力
LPガスハイブリッド自動車
コスト面でも電気自動車より優位！

LPガスはCO2・NOXの排出量が少ない
排ガス性能も優秀な環境型エネルギー！

次世代タクシーで CO2削減
（二酸化炭素）

（窒素酸化物）

電気自動車（BEV）の導入より、
JPNタクシーの導入を促進する方
が、カーボンニュートラル効果も経
済性も優れた選択です。
普及しているBEVとJPNタクシー
を車両定価とカタログ燃費で比較
すると車両価格の違いもありトータ
ルでLPガスハイブリッド自動車の
方が低コストになります。

運輸部門の目標は
2030年までに 35％のCO2削減

旧専用車 ▼次世代タクシーで、CO2削減目標最大値クリア！

2020年比でも45％減が可能

をスムーズに達成！目標

なんと！

※2013年比

（2022年）

 　 JPNタクシー コンフォート

 東京 13,656 4,640

 東京以外 11,446 71,824

 東京 8.4

 東京以外 5.7

 　 JPNタクシー コンフォート

 実燃費 12.3 5.7

試算台数

走行距離（万km/年）

燃費値※

2030年にコンフォートを全車JPNタクシーに置き換え

官民連携で2030年度までの累積で1億t-CO2程度の国際的な排出削減・
吸収量を目指す。我が国として獲得したクレジットを我が国のNDC達成のた
めに適切にカウントする。

  2013排出実績 2030排出量 削減率 従来目標

  14.08 7.60 ▲46% ▲26%

  12.35 6.77 ▲45% ▲25%

 産業 4.63 2.89 ▲38% ▲7%

 業務その他 2.38 1.16 ▲51% ▲40%

 家庭 2.08 0.70 ▲66% ▲39%

 運輸 2.24 1.46 ▲35% ▲27%

 エネルギー転換 1.06 0.56 ▲47% ▲27%

非エネルギー起源CO2、メタン、N2O 1.34 1.15 ▲14% ▲8%

HFC等4ガス（フロン類） 0.39 0.22 ▲44% ▲25%

吸収源  ー ▲0.48 ー （▲0.37億t-CO2）

二国間クレジット制度（JCM）    ー

温室効果ガス排出量
・吸収量

（単位：億 t-CO2）

「2050年カーボンニュートラル」宣言、2030年度46％目標等に向け、計画を改定

全国のコンフォートを2030年までにすべてJPNタクシーに置き換えれば、CO2削減は達成できます。
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石油情報センター発表資料より作成

日本LPガス協会　発表資料より作成
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オートガスとガソリン1L当たり価格差

ガソリン店頭現金1L

オートガス店頭現金1L

1L当たり
価格差

日本LPガス協会　(一社）全国LPガス協会　発表資料より作成

（一社）日本ガス協会　発表資料より作成

使
用
数
量（
L
）

燃料単価（円/L）

コスト/Lの
上昇分

JPNタクシー
導入で

燃料費圧縮
仕方ありません
お願いします

電池製造時の
CO2排出量が
無視できない

■LPガス自動車台数（単位：台／右軸） ■バイフューエル車（単位:台） ■LPガス軽自動車（単位:台） ■LPガススタンド（箇所） ■ガス出荷量（単位：千トン／右軸）

2050

CO2
＋CO2

ーCO2

ガソリン専焼車

2020 火力平均
代表的な電気自動車

2030 火力平均
代表的な電気自動車

WLTCモード燃費（電費）を用いて計算。電池製造時のCO2は100kg/kWh 電池寿命200000kmで計算
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家庭・自動車用燃料電池等の導入に
応じ、火力発電の発電量が増減する

家庭・自動車用燃料電池の導入による使用電力量の増減

ＪＰＮタクシー
（LPガス ハイブリッド）

１km走行あたりのＣＯ２発生量の比較

■走行時
■電池製造

Tank to
Wheel

燃料採掘 燃料製造 燃料輸送 燃料供給

素 材 部品製造 車両製造 走 行 廃 棄

CO2

CO2CO2CO2CO2

CO2CO2CO2CO2

送電 給油
石油精製

発電

排出＝吸収

CO2 CO2

価格は安く、供給は安定
LPガスの輸入は中東に依存せず！

7割が「アメリカ産」で
世界情勢に左右されない

維持・継続
LPガスハイブリッド自動車は 総合的にガソリンやEVよりCO2排出量は少なく、

カーボンニュートラルに適しています。
試算すると日本では実質、HEVのほうがBEVよりCO2排出量は少ない。

タクシー事業を支える
L P ガ ス ス タ ン ド の

LPガススタンド業界の現状

維持コストのさらなる負担増大

オートガスは
常にガソリンより
燃料価格が安い！カーボンニュートラルってなに？

LPガスは災害に強い！全国LPガス協会
「自立型スタンド認定制度」
発電機を設置し災害時の稼働訓練をするスタンドを認定
しています。

2050年、CO2実質ゼロへ！

中東は
合計で

わずか8％

タクシー用燃料として

魅力がいっぱい！

その差
およそ
50円/ℓ

LPガス業界は、2030年前半を目途
にCO2の排出量をゼロにするグリー
ンLPガスを開発中です。つなぎ役と
してカーボンオフセットLPガスの輸
入も始めました。

カーボンニュートラル（CN）は温室効果ガスの排出量を抑えながら、排出した吸収量を回収・
除去して排出量を実質的に「ゼロ」に均衡させることを意味します。

ライフサイクルアセスメントとは
ライフサイクルアセスメント
（LCA）は、製品やサービスの環
境負荷を原材料採取から廃棄・
リサイクルに至るすべての段階
を含めて評価する手法です。
自動車のCO2排出量を考える
際も、走行時だけでなく、車両
の製造過程、燃料の調達過程
も含めた「ライフサイクル全体」
で評価しなければ、本当に環境
負荷が低いかどうか判断できま
せん。タクシーもLCAを考えて
車両を選択し、環境負荷低減に
取り組みましょう。

試算すると日本では実質、
HEVのほうがBEVより
CO2排出量は少ない。さら
に寿命での電池交換の際
に、電池製造時のCO2排
出量分がプラスされるた
め2030年においてもLP
ガスハイブリッドが有利
です。

製造工程を含めるとLPガスハイブリッド車は
電気自動車よりCO2排出量が少ない！

日本の主な電力会社は、主に火力・水力・
原子力の各発電所で発電しています。
そのうち、原子力は、定期点検期間以外
はほぼフル稼働で発電しています。水力
の一年間の発電量は降水量によって決
まります。
電気自動車（BEV）が増えることで発電量
が増加した場合、その分の電力は「火力
発電」で調達することになります。
その際、火力発電には化石燃料が主として
用いられていることを知っておく必要があ
ります。

設備検査、保安管理、従業員雇用、
輸送コスト、営業時間の維持などす
べてのコストが大幅に増加。コスト圧
縮努力も限界です。

持続可能なLPガススタンドへ
仕入れ価格の上昇分に加え、輸送コ
スト、人件費の上昇・設備償却の適
正転嫁が必要です。

適正価格での販売にご理解ご協力をお願いします！

LPガス自動車の台数減少、タクシー稼働率の低下、
車両の低燃費化などにより、オートガスの出荷数量は
スタンド数を上回る速さで減少しています。

出荷数量減 スタンド廃業

日本の系統電力は火力に依存している！
電気の使用量が増える 火力発電の発電量が増える

注意
しよう！

スタンドの
自家発電機

東日本大震災では
被災直後からLPガスの
タクシーが活躍（宮城県）

LPガス自動車の大部分はタクシー専用となっていることから、
ガソリンや軽油のような供給不足が起こりにくいと言えます。


